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事 業 目 的  

介護保険は、住み慣れた地域で可能な限り自立した生活を送る事を支援することが制

度の趣旨である。この考えは痴呆性高齢者においても変わりない。しかし痴呆性高齢者

を地域で支えるシステムはまた不十分である。そこで本事業は以下の研究により、痴呆

性高齢者を支える地域ケアについて研究を行う事を目的とした。 

 

事 業 概 要 

「在宅支援を目的とした地域ケアサービスシステムの研究委員会」を設置し、３回の委

員会を開催した。その他作業部会を実施した。 
１．「物忘れケア教室」を企画し、軽度痴呆性高齢者と介護家族の支援サービスを実施した。 
２．「ケアフレンド講座」を企画し、痴呆性高齢者の家族介護者を支援するためのボランテ

ィア養成のための講座を実施した。 
３．在宅介護支援センターに対して、地域在住の痴呆性高齢者とその家族への支援状況の

アンケート調査を実施した。 
   アンケート調査は、在宅介護支援センターの地域における家族支援の現状を把握す

る目的で実施した。郵送法によるアンケート調査とした。調査客対数は全国から 816
の在宅介護支援センターとした。調査対象者は在宅介護支援センターのスタッフであ

った。 
４．事業結果をまとめて報告書を作成した。 

 

事 業 結 果 

1.「物忘れケア教室」は、高齢者本人に集団回想法を、家族には心理教育プログラムを作 

成し実施した。高齢者本人と家族へのプログラムは平行して実施され、1 セッション 90

分とし、5 回で終了する方法とした。本研究は、プログラムの運営方法、展開方法の検

討を中心とした。カリキュラム内容と時間設定は、参加者の状況を考慮すると、痴呆介

護支援の初期介入として、妥当な介入プログラムであると考えられた。 

2.「ケアフレンド講座」は 2 回開催された。講座参加後にボランティア活動を行なうため

の登録を行なった者が 38 名（2 年前からの全講座参加者 81 名中）あり、講座のねらい

である支援ボランティアの育成に一定の成果を上げていることが示された。 
 



3.在宅介護支援センターの調査結果は、817 箇所を対象とし、結果、504 箇所から返答が

あった(回収率 62％）。調査目的に対する在宅介護支援センターの意識の高さがうかが

われた。積極的介入が介護保険後も展開されており、その背景に相談協力員等・他機関

の協力や、居宅介護支援業務を行いながらも活動している現場職員の現状が示された。

在宅介護支援センターの役割として、積極的な地域への介入活動は必要不可欠であり、

その役割の重要性が示された。 
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